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宮崎宮 本殿

「劇
表
卦
扶
試
任
の
法
が
」

笛
崎
宮

宮
司
　
口

一猪
一
　

邦
和
蝋
４

こ
の
度
、福
岡
県
支
部
の
副
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
田
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
か
ら
四
百
三
十
八
年
前
の
六
月
、
度
重
な
る
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
荒
れ
果
て

た
博
多
の
町
を
再
興
す
べ
く
九
州
平
定
に
赴
か
れ
宮
崎
宮
に
本
陣
を
置
い
た
豊
臣

秀
吉
公
は
、
京
都
か
ら
千
利
休
居
士
を
呼
び
寄
せ
ら
れ
箱
崎
野
点
の
大
茶
会
を
催
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
ウ」
の
茶
会
は
和
睦
の
標
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
、
利
休

居
士
は
松

の
枝
に
雲
龍
の
釜
を
鎖
で
吊
し
松
葉
を
焚

い
て
湯
を
沸
か
す

「ふ
す
べ

茶
」
を
供
し
、
秀
吉
公
は
大
変
お
喜
び
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
場
所
は
現
在
九
州

大
学
医
学
部
構
内
に
あ
り
「利
休
釜
掛
け
の
松
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
野
点
の
茶
会
の

起
源
と
し
て
福
岡
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
宮
に
は
千
利
休

居
士
が
奉
納
な
さ

っ
た
燈
籠
が
あ
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
「利
休
燈
籠
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

斯
様
な
歴
史
と
伝
統
を
お
守
り
す
る
役
割
か
ら
ご
縁
を
頂
き
ま
し
て
今
般
、
組
織

の
活
動
に
寄
与
さ
せ
て
頂
く
事
と
相
成
り
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
百
年
、
終
戦
八
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
今
の
私
達
に
と

っ
て

近
現
代
の
象
徴
で
あ
る
海
外
の
モ
ノ
の
見
方
や
考
え
方
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
先
人
の
築
き
上
げ
て
き
た
経
験
知
、
経
験
則
を
、
ハフ
を

生
き
未
来
に
繋
げ
て
ゆ
く
私
達
の
責
務
と
し
て
現
代
の
日
本
に
お
い
て
は
茶
道
を

始
め
と
す
る
「道
」
の
付
く
生
業
を
再
認
識
し
て
、
病
原
菌
を
調
え
る
免
疫
の
よ
う
に

心
身
の
健
康
や
清
浄
に
努
め
て
、
お
茶
を
お
点
て
に
な
る
皆
様
方
お

一
人
お

一
人
が

利
休
居
士
の
お
心
に
副
い
、
「朗
ら
か
」
な
世
界
を
現
出
な
さ
る
事
が
こ
れ
か
ら
の
世

界
平
和

へ
の
第

一
歩
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。



第 136号 支 部 た よ り 令和7年5月 2日 (2)

谷
和
セ
午
友

福
田
県
史
部
総
会
並
び
に
一
般
鈴
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

閑
場
　
午
前
え
時
　
閑
会
　
午
前
十
時

個
別
で
の
ハ
ガ
キ
の
索
内
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
当
日
は
そ
の
ま
ま
会
場

へ
お
逮
し
く
だ
さ
い
。

基
本
、
君
物
で
の
ご
か
か
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同

時

六

月

十

六

日

（
月

）

会

場

福
岡
園
除
会
義
場

福
国
市
博
多
区
妬
戎
町
二
‐
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
え
ニ
ー
〓
↑
〒
口
一
一
一
　
　
′

・
及
寄
リ
バ
ス
停

「国
際
会
議
場
サ
ン
パ
レ
ス
市
」

「国
際
セ
ン
タ
ー
サ
ン
パ
レ
ス
市
」

諾

節

園
峙

美

雄

歩
不
正

　

諾
話

屈

奔
の
き

三
　

恭

え
時
よ
り
え
時
二
十
分
　
え
び
　
昼
休
み
ヤ

・
昼
谷
は
各
自
御
用
意
く
だ
さ
い

（会
場
内
に
て
弁
〕
を
販
売
）

◆

　

一
般
諾
習
会
　
　
実
技

「花
所
室
」
。
「長
劣
」
。
「薄
恭
」

終
会
終
了
後
に

一
般
諾
習
会
を
行

い
ま
す
。
同
閂
会
福
田
県
丈
部

の
公
て
の

会
員
が
史
諾
対
殊
オ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
容

っ
て
御
参
か
下
さ

い
。

※

歴
代
衆
え
冊
子
の
ご
索
内

容
を
七
年
度
丈
部
終
会
で
は
、
本
部
講
師
よ
り
「怪
斉
の
話
」
が
あ
ケ
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
歴
代
家
え
の
事
翁
を
訪
ね
る
同
閂
会
夙
熟
携
の
狼
材
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
『
刹
休
』
『
少
応
』
『
え
伯
』
『
江
Λ
』
『
随
流
』

『党
々
』
『
力
趙
』
『
ヰ
赤
』
『
了
々
』
『
災
江
』
『
珠
々
』
が
引
行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
鵠
続
し
て
刊
行
さ
れ
ま
す
。

史
部
総
会
の
当
日
、
会
場
に
て
『
怪
斉
』
を
頒
布
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
未
め
く
だ
さ
い
。

【
一
冊
二
十
二
百
円
（枕
込
）
で
す
】

◆  ◆◆  ◆



(3)令和7年 5月 2日 支 部 た よ り 第 136号

本
午
皮
丈
部
功
労
芳
友
彩

■
史
部
功
芳
オ
姦
称
登

河

野

明

美

　

田

代

良

子

◆
営
崎
宮
放
生
会
茶
会

日
　
　
時
　
本和
和
七
年
九
月
十
六
日
（火
）

受
　
　
付
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時

場
　
　
所
　
宮
崎
宮

△ム
　
　
費
　
千
五
百
円

◆
宗
像
大
社
献
茶
式

日
　
　
時
　
△「
和
七
年
十
月
十
七
日
（金
）

受
　
　
付
　
時
間
未
定

場
　
　
所
　
出
光
席
　
”不
像
大
社
儀
式
殿

支
部
席
　
一ボ
像
大
社
清
明
殿

点
心
席
　
場
所
未
定

◆
福
岡
市
民
大
茶
会

日
　
　
時
　
〈“
和
七
年
十

一
月
二
日
（月
・祝
）

受
　
　
付
　
午
前
九
時

△バ
　
　
場
　
護
国
神
社

大
濠
公
園
内
日
本
庭
園

茶
　
　
券
　
一
一千
二
百
円
（薄
茶
二
席
）

お
恭
会
の

索
内

お
茶
会
申
し
込
み
の
ご
案
内

上
記
お
茶
会
申
し
込
み
の
方
は
、
左
記
要
領
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
（記
入
例
参
照
）

申

込

先
　
一Ｔ
八

一
〇
‐
○
○
〇

一

福
岡
市
中
央
区
天
神
四
上

下
三
六

天
神
第

一
ビ
ル
三
階

表
千
家
同
門
会
福
岡
県
支
部

申
込
期
限
　
宮
崎
宮
放
生
会
茶
会

令
和
七
年
八
月
十
五
日
（金
）
必
着

宗
像
大
社
県
茶
会

令
和
七
年
九
月
十
七
日
（水
）
必
着

福
岡
市
民
大
茶
会

令
和
七
年
十
月
二
日
（金
）
必
着

〈
記
入
例
）

※
そ
の
他
、
ム」
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
表
千

家
同
門
会
福
岡
県
支
部
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○○○○茶会
申込書

支部名

会員番号

氏名 (フ リガナ)

住所 〒

電話番号

必要枚数

史
諾
比
変
え
に
つ
い
て

支
部
総
会
二

般
講
習
会
は
、
原
則
、
所
属
支
部
で

の
参
加
で
す
が
、
日
程
等
の
都
合
で
所
属
支
部
で
の

受
講
が
で
き
な

い
場
合
は
、
他
支
部

へ
の
受
講
地
変

更
が
で
き
ま
す
。

受
講
地
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
岡
県
支
部

へ
受
講
希
望
地
開
催
日
の

一
ヶ
月
前
ま
で
に
左
記
の

要
頂
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
変
更
先
支
部
の
都
合
に
よ
り
参
加
が
か

な
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
部
総
会
と
同
日
開

催
の
場
合
、
支
部
総
会
は
傍
聴
の
み
と
な
り
ま
す
。

（
記
入
例
〉

※
最
新
情
報
は
、表
千
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

先
　
一Ｔ
八

一
〇
‐
○
○
〇

一

福
岡
市
中
央
区
天
神
四
上

下
三
六

天
神
第

一
ビ
ル
三
階

表
千
家
同
門
会
福
岡
県
支
部

宛

受講地変更希望

変更する講冒会 :一般

希望地 :大阪

開催日 :11/10

所属支部 会員番号 :京都1234

氏名 :北 山美子

住所 〒603-0072
京都市上京区百々町536

電話番|]i075-432-2195



第 136号 支 部 た よ り 令和7年 5月 2日 (4)

え
州
恭
竜
館

初ヽ

合

京
都
お
家
元
、東
京
出
張
所
に
続
き
、
恒
例
の
初
釜

が

一
月
二
十
五
日
（土
）
、
二
十
六
日
（日
）
の
両
日
、
九

州
茶
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
家
元
よ
り
お
出
ま
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
は
、

三
木
町
宣
行
宗
匠
、
渡
辺
潤
様
、
小
笹
晃
様
、
熊
倉
岐

晃
様
、森
浩
倫
様
、松
本
孝
尋
様
の
六
名
の
方
々
で
す
。

今
年
は
天
気
が
よ
く
、
久
方
振
り
に
穏
や
か
な
初

釜
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
に

て
県
内
や
九
州

一
円
、
ま
た
遠
く
愛
知
県
か
ら
も
ご

参
会
が
あ
り
、
一
一日
間
で
二
百
四
十
三
名
の
お
客
さ

ま
に
来
館
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御 家 元 御 ― 行 様 欽 迎 会

御家元御一行様歓迎会

コ
ロ
ナ
禍
以
降
各
服
で
練
ら
れ
て
い
た
濃
茶
も
本

来
の
姿
に
戻
り
、家
元
席
で
は
凛
と
し
た
静
寂
の
中
、

三
木
町
宗
匠
が
お
茶
を
振
昇
わ
れ
ま
し
た
。
副
席
で

は
北
九
州
市
の
松
本
弘
子
氏
が
薄
茶
を
担
当
な
さ

れ
、
お
客
様
が
新
春
を
寿
ぐ

一
服
の
お
茶
を
笑
顔
で

楽
し
ま
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

酒
飯
席
に
お
い
て
は
福
引
も
行
わ
れ
、
猶
有
斎
宗

匠
直
筆
の
大
扇
子
、
同
じ
く
宗
匠
直
筆
の
短
冊
や
お

好
み
の
干
支
染
出
服
紗

の
当
た
り
鎖
が
出
る
と

「
ワ
ッ
」
と
歓
声
が
室
内
に
広
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
に
華
や
か
な
彩
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
二
十
五
日
夜
に
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
博
多
に
て
「
御
家
元
御

一
行
様
歓
迎
会
」
が
催
さ

れ
、約
九
十
名
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
、懇

親
を
深
め
る
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

法

恭

席

聰
鐘
子

掛
物
　
　
今
え
景
年
争
　
同
ノ
去
波
ノ
働

前
ニ
　
　
カ
ウ
ネ
ン
キ
零

言
院
二
　
鷹

ヶ
峯
塗
鶴
竹
現
箱
　
料
欽
ニ
ノ
セ
テ

九
畳
敷

掛
物
　
　
党
々
奔
箸

一
行
　
え
下
梅
花
主
　
森
々
奔
牙
表
奥

同
箱
吉
付

吉
院
二
　
伏
几
焼
　
千
史
置
物

花
入
　
　
今
竹
尺
八

花
　
　
結
神
　
曙
棒

春
谷
　
　
災
江
寿
好
権
の
俗
姶
な
谷
　
同
在
刻

友
参
五
色
檀
仏
金
数
シ
キ
テ

姿
　
　
　
而
妙
斉
好
同
筆
松
の
俗
瑞
要
丈
宇
鋳
基
ミ
九浄
越
作

庁
徐
　
松
裟
穐
寿
俗
真
査

金
少
子
相
彼
腰
風
庁
先
屏
風

帝
漆
八
住
え
台
子

水
指
　
糸
付
　
盗
来
占
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
五
郎
竜

約
ュ
　
　
命
妙
奔
好
詢
鉢
と
権
紋

告
奥
ノ
内
　
浄
益
作

人
箸
　
　
詢
鉢
色
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
若
符
田
作

定
水
　
　
命
妙
奔
好
詢
鉢
住
権
炊

背
具
ノ
内
　
浄
益
作

垂
置
　
　
同
右

恭
入
　
　
信
準
大
福
　
党
々
奔
箱

袋
　
　
荒
残
絵
子

恭
抗
　
　
災
注
寿
箸
小
島
台
　
同
箱
　
　
　
　
　
　
ユ
入
作

曲
串
紗
　
猶
有
奔
好
千
丈
糸
　
　
　
　
　
　
　
　
友
湖
作

恭
杓
　
　
注
Λ
作
　
共
筒
　
斃
　
髯

薄
恭
器
　
怪
奔
寄
仝
鉱
オ
後
柳
時
俗
千
柔
　
同
箱
　
宗
哲
作

楽
子
器
　
網
俗
溜
谷
籠

楽
子
　
　
清
驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
え
製

恭
　
　
　
猶
有
斉
婚
率
寿
の
寺
　
　
　
　
　
　
　
神
桜
園
誇

濃茶席 (九畳敷)



(5)令不日7年5月 2日 支 部 た よ り 第 136号

酒飯席 (花月楼写) 酒飯席 (花月楼写)

掛
物

掛
物

花

入花
な
谷

餐
庁
係

風
庁
先

棚水
指

恭
器

恭
抗答

恭
約

定
水

蓋
置

千
楽
子
分

柔
子
器

薄

恭

席

主
　
松
本
宗
み

寄
付

印
十
奔
争
　
同
箱

合
泥
富
士
働
答

花
月
楼
写

印
ヤ
奔

一
行
　
寿
詢
　
同
箱

桔
梃
花
入
　
印
ヤ
斉
箱
　
　
　
　
　
　
　
党
入
作

李
の
も
の

寿
考
人
　
猶
有
奔
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
党
入
作

吊̈
紗
シ
キ
テ

僚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例ヽ
代
寒
粋
作

士
木
権
　
而
妙
奔
在
刻
　
同
箱
　
　
　
　
粋
峯
作

物
相
　
而
妙
斉
在
刻
　
同
箱
　
　
　
　
　
奥
村
製

集
棚
　
而
妙
斉
在
刻
　
同
箱
　
　
　
　
試
ヤ
寿
作

甲
き
朝
鮮
彦
津
　
而
妙
奔
箱

太
郎
在
符
円
作

留
査
歌
雪
次
　
久
口
家
六
世
宗
決
の
歌

雷
代
ヤ
村
宗
哲
十
二
代
極

声
口
左
上
　
木
地
節

赤
立
鴇
　
印
ヤ
奔
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
み
入
作

仁
清
井
写
　
格
俗
　
印
ヤ
寿
箱
　
　
　
　
印
公
作

銘
　
初ヽ
災

了
々
寿
作
　
銘
　
朝
口
　
印
ヤ
奔
箱

共
筒
恭
杓

丈
趾
エ
フ
ゴ
定
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
公
作

鴇
亀
怪
奔
在
刻
　
同
箱
　
　
　
　
　
　
　
み
入
作

珊
子
板
　
而
妙
斉
在
刻
　
　
　
　
　
　
　
五
左
作

肥
後
彦
古
款
　
蕉
々
寿
在
刻

猶
有
奔
好
　
清
友
の
白

俗
島
　
笹
誇

桂
え
タ
バ
コ
盆
　
而
妙
奔
在
刻

仁
清
写
　
裕
竹
梅
鴇
亀

出
ヤ
か
復
恭
竜
　
珠
々
奔
在
刻
　
同
箱

詢
鉢
筋
松
風
楼
写

嵐
鴇
　
命
妙
奔
白
争
　
同
箱

宝
宋

恭楽
子

貨
分

人
入

貨

入
煙
修

掛
物協

ニ

神
桜
園
誇

藤
え
製

地
左
作

工
仝
作

浄
益
作

印
仝
登

薄茶席 (花月楼写)
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令
和
六
年
十

一
月

掛 後 席

物 見 主

令
和
七
年

二
月

席
　
主
　
河
東
　
正
子

後
　
見
　
松
本
　
英
樹

掛
　
物
　
大
綱
和
尚
筆

氏宗
匠
「松
無
古
今
色
」

恭
竜
館
月
合

深
野
　
千
鶴
子
　
氏

森
　
　
淳
加
史
　
を不
匠

玉
室
和
尚
筆
　
「四
海
而
今
清
似
鏡
」

令
和
七
年
三
月

席
　
主
　
岡
本
　
徹
　
　
氏

後
　
見
　
菅
田
　
行
芳
　
を不
匠

掛
　
物
　
了
々
斎
宗
匠
筆

「雪
後
始
知
松
柏
操
事
難
方
見
丈
夫
心
」

今
後
の
茶
道
館
行
事
予
定

【
令
和
七
年
度
　
月
釜
】

四
月
二
十
五
日
（金
）

席
　
主
　
高
木
　
満
由
美
氏

後
　
見
　
井
上
　
順

一　

番不
匠

五
月
二
十
五
日
（日
）

席
　
主
　
石
原
　
美
千
代
氏

後
　
見
　
小
笹
　
晃
　
　
じ不
匠

六
月
二
十
五
日
（水
）

家
元
席
　
吉
水
　
宗
吾
　
じ不
匠

副
　
席
　
瓜
生
　
緑
　
　
氏

七
月
二
十
五
日
（金
）

席
　
主
　
藤
嶋
　
泰
行
　
氏

後
　
見
　
菅
田
　
浩
行
　
善不
匠

九
月
二
十
五
日
（木
）

席
　
主
　
天
本
　
な
ほ
み
氏

後
　
見
　
木
村
　
雅
基
　
善不
匠

十
月
二
十
五
日
（土
）

席
　
主
　
永
末
　
重
徳
　
氏

後
　
見
　
岡
崎
　
英
雄
　
を示
匠

十

一
月
二
十
五
日
（火
）

席
　
主
　
古
川
　
清
子
　
氏

後
　
見
　
貫
名
　
義
隆
　
を不
匠

二
月
二
十
五
日
（水
）

席
　
主
　
関
　
　
和
子
　
氏

後
　
見
　
松
原
　
正
明
　
を示
匠

二
月
二
十
五
日
（水
）

席
　
主
　
一死
松
　
ま
り
子
氏

後
　
見
　
渡
辺
　
潤
　
　
昏不
匠

【
茶
道
館
利
体
忌
】

四
月
二
十
六
日
（土
）

ご
指
導
　
井
上
　
順

一　
ウ不
匠

【
即
中
斎
宗
匠
を
偲
ぶ
茶
会
】

八
月
二
十
九
日
（金
）

席
　
主
　
一剛
原
　
景
子
　
氏

【
令
和
八
年
　
茶
道
館
初
釜
】

一
月
二
十
五
日
（日
▼
二
十
六
日
（月
）

家
元
席
　
一二
木
町
　
＞旦
行
　
　
移不
匠

左
海
　
　
大
　
　
　
を不
匠

森
　
　
　
淳
加
史
　
と不
匠

木
村
　
　
雅
基
　
　
移不
匠

郡
　
　
　
知
久
　
　
と示
匠

池
嶋
　
　
謙

一　
　
様

内
藤
　
　
む不
隆
　
　
様

薄
茶
席
　
片
桐
　
　
郁
代
　
　
氏
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学
校
恭
迪
た
よ
り

行
事
報
告

◆
秋
季
学
生
茶
会

令
和
六
年
十
二
月

一
日
（日
）
、
九
州
茶
道
館
に
お
い

て
筑
後
地
区
指
導
者
に
よ
る
秋
季
学
生
茶
会
を
催
し
、

五
十
九
校
、
四
百
六
十
九
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は

一
席
の
人
数
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

茶
会
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
、
お
点
前

や
お
運
び
な
ど
先
生
方
の
所
作
に
学
生
た
ち
の
真
剣

な
眼
差
し
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
展
観
席
で
は
、
炉
・

風
炉
の
炭
道
具
が
並
べ
ら

れ
、
一
つ
ひ
と

つ
に
つ
い

て
、
名
称
や
使

い
方
な
ど

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
学

校
で
は
消
防
法
な
ど
の
事

情
に
よ
り
電
熱
器
に
よ
る

稽
古
で
、
は
じ
め
て
見
る

炭
道
具
の
数
々
に
学
生
た
ち
の
多
く
が
身
を
乗
り
出

し
て
見
入

っ
て
お
ら
れ
、
「大
変
お
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
退
席
さ
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
の
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
学
生
茶
会
の
実
施
を
目
指
し
て
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「学
校
茶
道
　
秋
季
学
生
茶
会
」

（担
当
／
筑
後
地
区
指
導
者
会
）

令
和
六
年
十
二
月

一
日
（日
）
筑
後
地
区
の
指
導
者

会
の
学
生
茶
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

茶
道
館
付
近
の
紅
葉
が
赤
く
綺
一避
に
色
づ
い
て
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
四
百
六
十
九
人
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

本
席
で
は
久
し
振
り
に
食
籠
を
使

い
ま
し
た
。
学

生
さ
ん
に
黒
文
字
を
使

っ
て
お
菓
子
を
取
り
出
す

事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
籠

の
蓋
を
開
け
て

次

の
方
に
ま
わ
し
て
も
ら
う
。
緊
張
し
な
が
ら
も
ま

わ
し
て
い
る
様
子
を
見
な
が
ら
お
稽
古
を
さ
れ
た
ｒ

と
感
じ
ま
し
た
。
諸
先
生
方
の
ご
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

展
覧
席
で
は
、
学
生
さ
ん
に
は
馴
染
み
の
薄

い
炭

の
説
明
を
致
し
ま
し
た
。
炭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が

あ
る
こ
と
、
風
炉
と
炉
で
使
い
分
け
る
こ
と
、
羽
需
の

こ
と
、
お
香
の
こ
と
な
ど
を
興
味
深
く
聞

い
て
い
る

様
子
で
し
た
。

「お
菓
子
も
、
お
茶
も
美
味
し
か

っ
た
で
す
。
」
と
笑

顔
で
帰

っ
て
い
る
姿
を
見
て
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
茶
会
に
向
け
て
、
支
部
の
先
生
方
、
茶
道
館

の
方
に
は
、
い
つ
も
前
準
備
で
細
部
に
わ
た
り
大
変
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
当
日
は
各
世
話
人
の
先
生
方
に
は
遠
方
か
ら

朝
早
く
お
手
伝

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主目
年
部

の
方

に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

滞
り
な
く
無
事
に
茶
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
皆
様

の
ご
協
力
と
お
力
添
え

の
賜
物
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◆
筑
豊
地
区
　
親
予
体
験
茶
会

令
和
七
年
二
月
十
六
日

（日
）
、
直
方
市
の
歳
時
館

で
筑
豊
地
区
の
親
子
体
験
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

す

っ
き
り
晴
れ
た
穏
や
か
な
日
と
な
り
、
三
一十
組

百
六
名
の
方
々
に
四
席
に
分
か
れ
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

少
し
早

い
雛
の
設
え
で
お
迎
え
し
、
お
雛
様
の
お

茶
碗
を
は
じ
め
雪
洞
の
水
指
、
菱
餅
の
香
合
な
ど
が

子
ど
も
た
ち
の
目
を
引
い
た
よ
う
で
す
。

ま
ず
は
お
茶
会
形
式
で
の

一
服
で
し
た
が
、
そ
の
間

に
座
り
方
、
お
辞
儀
の
仕
方
、
お
茶
の
い
た
だ
き
方
な

ど

一
通
り
の
こ
と
は
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
自
茶
究
を
振

っ
て
お
茶
を
点
て
る
体

験
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
し
た
。そ
の
折
に
は
家
族
単
位

で
振
出
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
、
ウ」
れ
が
大
好
評
で
、

茶
室
の
外
に
ま
で
に
ぎ
や

か
な
声
が
こ
ば
れ
て
お
り

ま
し
た
。

「
お
茶
は
点

っ
て
い
ま

す
か
？
」

の
問
い
か
け
に

「ま
だ
ま
だ
で
す
」

と
答
え
る
子
ど
も
の
笑
顔

に
迎
え
た
私
共
も
笑
顔
。

帰
ら
れ
る
際
に
は
、
歩
き
方
や
お
辞
儀
の
仕
方
が

受
付
の
時
と
は
す

っ
か
り
変
わ

っ
て
い
て
、
そ
の
変

化
に
こ
ち
ら
が
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「大
人
に
な

っ
た
ら
表
千
家
の
問
を
叩
い
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
心
の
中
で
呟
き
な
が
ら
そ
ん
な
皆
さ
ん
を

見
送

っ
た

一
日
で
し
た
。
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◆
北
九
州
地
区
　
親
子
体
験
茶
会

令
和
七
年
二
月
九
日
（日
）
、
暖
か
な
春
の
日
差
し

を
感
じ
る
中
、
小
倉
城
庭
園
に
て
十
三
家
族
四
十
四

名
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
て
行
い
ま
し
た
。

静
か
な
お
座
敷
で
緊
張
し
た
面
持
ち
の
子
ど
も
た

ち
や
ご
家
族
。
正
座
で
の
丁
寧
な
挨
拶
の
稽
古
を
し

た
後
、
先
生
の
薄
茶
点
前
を
見
な
が
ら
美
味
し
い
主

菓
子
と
点
出
し
の
抹
茶
を
頂
き
、
そ
の
後
抹
茶
を
点

て
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
「ふ
り
だ
し
」
と

い
う
可
愛
い
器
に
入

っ

た
金
平
糖
を
取
り
出
す

事
を
先
生
方
の
指
導
の

下
体
験
し
ま
し
た
が
、

そ
の
様
子
は
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
そ
う
で
笑

み
が
こ
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
金
平
糖
を
頂
き

い

よ
い
よ
抹
茶
を
点
て
る

体
験
。
茶
究

の
振
り
方

等
の
指
導
を
受
け
自
分
の
点
て
た
抹
茶
を
頂
く
顔
は

満
足
そ
う
で
し
た
。最
後
は
最
高
に
上
手
く
な

っ
た
お

辞
儀
で
終
了
。
「色
が
濃

い
か
ら
苦
い
と
思

っ
た
け
ど

甘
味
が
あ

っ
て
美
味
し
か

っ
た
。
」
「ま
た
来
た

い
。
」

「茶
道
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
」
な
ど
嬉
し
い
感
想

を
残
し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
蒔

い
た
種
が
い
つ
の
日

か
芽
生
え
て
く
れ
る
事
を
祈
り
な
が
ら
私
達
も
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
手
伝
い
下
さ

っ
た
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

◆
豊
前
地
区
　
子
ど
も
体
験
茶
会

令
和
七
年
二
月
十
六
日
（日
）
行
橋
市
中
央
公
民
館

で
子
ど
も
体
験
茶
会
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
朝
か
ら

雨
模
様
で
お
客
様
の
出
足
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が

十
時
開
始
の
少
し
ま
え
か
ら
晴
れ
て
き
て
ほ

つ
と
し

ま
し
た
。
例
年
に
な
く
気
候
が
不
順
で
お
花
も
心
配

し
ま
し
た
が
何
と
か
準
備
で
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で

大
人
四
十
四
人
子
ど
も
五
十
二
人
と
沢
山
の
方
に
お

い
で
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
最
初
に
お
点
前
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ
の

後
お
盆
に
お
茶
碗
と
茶
究
を
の
せ
て
渡
し
、
運
ん
だ

方
が
そ
れ
ぞ
れ
指
導
し
て
お
茶
を
点
て
て
も
ら
い
飲
ィ

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
飲
み
方
の
指
導

も
さ
れ
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
小
さ
な

お
客
さ
ん
も
自
分
で
点
て
た
お
茶
は
美
味
し
い
と
残

す
こ
と
な
く
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
茶
を
習
い

た

い
と
言
う
方
も
出
て
き
て
、
う
れ
し
い
限
り
で
し

た
。
準
備
し
た
お
菓
子
が
不
足
す
る
く
ら
い
盛
況
で
、

私
達
も
疲
れ
を
忘
れ
ま
し
た
。

例
年
、
書
家

の
先
生

か
ら
揮
一量
し
て
い
た
だ

い
た
書
を
、
来
ら
れ
た

方
々
に
持
ち
帰

っ
て
い

た
だ
き
好
評
で
し
た
。

支
部
の
皆
さ
ん
の
お

手
伝
い
も
と
て
も
有
り

難
く
助
か
り
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。
ま
た
、
可
愛

い
お
雛
様
カ
ー
ド
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
、
い
た
だ

い
た
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
で
し
た
。

今
後
、
若

い
世
代

に
、
少
し
で
も
お
茶

に
興
味
を

持

っ
て
も
ら
え

る
機
会

に
な
れ
ば
と
願

っ
て
お
り

ま
す
。

本
年
度
行
事

◆
学
校
茶
道
指
導
者
会
　
総
会

日
時
　
〈市
和
七
年
四
月
二
十
七
日
（日
）

十
四
時
～
（呈
茶
十
二
時
～
）

場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
春
日

◆
春
季
学
生
茶
会

期
日
　
本「
和
七
年
六
月
八
日
（日
）

場
所
　
九
州
茶
道
館

担
当
　
豊
前
地
区
指
導
者
会

◆
【
家
元
】
学
校
茶
道
指
導
者
研
修
会

期
日
　
本和
和
七
年
十

一
月
二
十
二
日
（土
）

場
所
　
九
州
茶
道
館

※
本
研
修
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、表
千
家
不
審
庵
事
務

局
発
行
の
『礎
七
一十
七
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
【
家
元
】
学
校
茶
道
研
修
会
・秋
季
学
生
茶
会

期
日
　
本市
和
七
年
十

一
月
二
十
三
日
（日
）

場
所
　
九
州
茶
道
館

担
当
　
中
村
学
園
大
学

※
学
校
茶
道
指
導
者
会
よ
り
学
校
及
び
指
導
者
の

方

へ
案
内
状
を
郵
送

い
た
し
ま
す
。
申
込
み
は
、

『礎
』
同
様
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

と
な
り
ま
す
。
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学
校
紹
介

◆
福
岡
県
立
大
学

私
た
ち
福
岡
県
立
大
学
茶
道
部
は
部
員
の
ほ
と
ん

ど
が
初
心
者
で
す
が
、
講
師

の
先
生
方

の
温
か
い
ご

指
導
の
下
、
週
に

一
度
の
お
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

日
々
の
お
稽
古

で
は
、
先
生
が
持

っ
て
き

て
下

さ

っ
た
お
茶
や
お
菓
子
を
楽
し
み
、
先
生
方
や
先
輩

に
見
守

っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
茶
道
の
お
点
前
や
作

法
、
礼
儀
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
い
つ
も
和
や
か
な
雰

囲
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
毎

年
の
学
園
祭
で
の
秋
季
茶
会
も
二
〇
二
三
年
か
ら
再

開
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
三
年
生
の
先
輩

一
人
し
か

い
な
か

っ
た
茶
道
部
も
今
で
は
八
人
に
ま
で
増
え
ま

し
た
。
秋
季
茶
会
で
は
、
お
茶
を
始
め
て
ま
だ
半
年
も

経

っ
て
い
な
い

一
年
生
も
皆
様
の
前
で
お
点
前
を
す

る
こ
と
に
な
り
、
部
員
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て
お
稽

古
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
季
茶
会
で
は
全
員

着
物
を
着
て
お
点
前
を
す
る
た
め
、
そ
こ
に
向
け
て

着
付
け
の
先
生
に
着
物
の
着
付
け
の
お
稽
古
も
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
番
で
は
緊
張
で
手
が
震
え

て
し
ま

っ
た
り
、
直
前
ま
で
お
点
前
の
順
番
を
確
認

し
た
り
と
不
安
な
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
お

客
様
で
あ
る
先
生
の
知
人
の
方
々
や
友
人
、
家
族
等

の
温
か
い
視
線
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
無
事
に
秋
季
茶

会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
至
ら
ぬ
点
が
多
く
、
並
日
段

の
お
稽
古
で
も
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
ウ」
れ
か
ら
も
先
生
方
の
お
力
を
借
り
、

い
ず
れ
入
部
し
て
く
る
新
入
部
員
た
ち
と
共
に
部
員

一
同
精

一
杯
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

茶
道
部
部
長
　
日
野
　
朱
音

◆
中
村
学
国
大
学

中
村
学
園
大
学
・中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
、
表

千
家
茶
道
部
の
部
員
は
十
五
名
で
、
大
学
内
の
学
友

会
館
の
茶
室
に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
外
部
よ
り
表

千
家
教
授
の
先
生
方
二
名
を
招
聘
し
、
大
学
の
顧
問

の
先
生
と

一
緒
に
、
温
か
い
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な

が
ら
お
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
稽
古
で
は
、
美
し
い

振
る
舞
い
や
礼
儀
作
法
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
日
本

の
伝
統
文
化

「佗
び
寂
び
」
を
学
び
な

が
ら
、
根
底
に
あ
る
お
も
て
な
し
の
精
神
も
身
に
つ

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

十

一
月
の
学
園
祭
で
は
、
「霜
月
茶
会
」
と
題
し
、
日

頃
の
お
稽
古
の
成
果
を
披
露
す
る
と
共
に
、
お
客
様

に
お
茶
と
お
菓
子
を
お
出
し
し
な
が
ら
、
ま
さ
に

一

期

一
会
の
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
人
フ
年
度

の
霜
月
茶

会
で
は
、
「立
礼
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
使
う
部
屋
や
道

具
が
例
年
と
異
な
り
、
ま
た
、
作
法
も
異
な
る
た
め
、

と
て
も
不
安
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
自
部
員
が
自

,

分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
積
極
的
に
動

い

た

こ
と

で
、
準
備

か

ら
完
成
ま
で
が
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
先
生
方

の

ご
指
導
で
「七
事
式
」

の
よ
う
に
花
入
れ
に

花
を
生

け
て
、
茶
席

を
華
や
か
に
彩
る
こ

と
も

で
き
ま
し
た
。

「食

の
中
村
」
の
主
菓

子
は
こ
だ
わ
り
を
も

ち
、
太
宰
府
の
藤
丸
氏
に
お
願
い
を
し
て
、
利
休
好
み

の
銀
杏
の
形
を
し
た
基
の
焼
き
「公
孫
樹
」
を
作

っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
部
員

一
同
、
感
慨
深
い
茶
会
と
な
り
ま

し
た
。
太
宰
府
の
九
州
茶
道
館
で
春
季
・秋
季
と
開
催
さ

れ
る
学
生
茶
会
に
は
、
先
生
方
や
部
員
と
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
人
フ
年
度
の
秋
季
学
生
茶
会
で
は
、

な
ん
と
、
席
持
ち
校
の
順
番
と
な
り
、
驚
嘆
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
高
校
時
代
か
ら
茶
道
を
続
け
、
部
長
と

し
て
今
回
の
茶
会
の
席
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
大
変
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
日
の
お
茶
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
学
生
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
お
茶
会
が
で
き
る
よ
う
に
、
部
員
と
協
力
し
な
が

ら
、
お
も
て
な
し
の
心
を
も

っ
て
お
稽
古
に
励
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

茶
道
部
部
長
　
大
澤
　
真
子
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青
年
部
た
よ
り

行
事
報
告

◆
福
岡
県
青
年
部
　
交
流
茶
会

日
時

令
和
七
年
二
月
二
十
三
日
（日
）

場
所

九
州
茶
道
館

当
日
は
、
降
雪
予
報
が
出
る
ほ
ど
寒
い
な
か
、
九
十

五
名
も

の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

こ

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
を
襲

っ
た

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
か
ら
五
年

が
経
ち
ま
し
た
。
「集
ま
る
を
」
と
が
非
日
常
と
な

っ

て
し
ま

っ
た

コ
ロ
ナ
禍

で
青
年
部
活
動

に
お

い
て

も
、
な
か
な
か
行
事
が
出
来
ず
、
テ」
れ
ま
で
の
よ
う
に

部
員
同
士
ま
た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
定
期
的
に
集
い
語
ら

う
交
流
の
場
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
福
岡
県

青
年
部

が
発
足
し

て

四
十
五
年
。
代
々
の
先

輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
青
年
部
を
十
五

期
、
そ
し
て
次

の
期

に

も
継
承
し
て
い
こ
う
と

い
う
思

い
か
ら
、
ウ」
の

度
、
九
州
茶
道
館

に
て

交
流
茶
会
を
執
り
行
う

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

企
画
、
準
備

の
段
階

か
ら
先
輩
方
と
顔
を

合
わ
せ
、
直
接
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
当
日
の
茶
会

を
迎
え
ま
し
た
。
薄
茶
席
で
は
、
ウ」
れ
ま
で
青
年
部
を

支
え
て
く
だ
さ

っ
た
方
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
よ
り
寄
贈

い

た
だ
き
ま
し
た
お
道
具
を
中
心
に
、
過
去
に
催
し
た

「

鎌
倉
彫
教
室
」
や
「作
陶
教
室
」
で
部
員
が
製
作
し
た

鎌
倉
彫
の
香
合
、
高
取
焼
、
土
師
焼
の
お
茶
碗
等
を
お

出
し
し
て
、
土目
年
部
ら
し
い
お
席
に
な

っ
た
と
思
い

ま
す
。

副
席
と
し
て
設
け
た
甘

味
席

で
は
、
Ｏ
Ｂ
で
あ
る

花
月
堂
寿
永
さ
ん
の
小
豆

使
用
し
、
現
役
役
員
が
長

く
、
縁

（円
）
を
繁
ぐ
”
思
い

を
込
め
て
丸
餅
を

一
つ

一

つ
焼
き
入
れ
て
ぜ
ん
ざ

い

と

し

て
お
出

し

し
ま

し

た
。
「青
年
部
ら
し
い
楽
し

い
お
席
だ

っ
た
よ
ｉ
お
餅

上
手
に
焼
け
て
い
た
よ
」
等
あ
た
た
か
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
五
年
間
で
茶
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
わ

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
築
き

上
げ
て
こ
ら
れ
た
お
陰
で
今
の
青
年
部
活
動
が
出
来

て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
く
と

共
に
、
新
し
い
世
代

へ
と
繋
ぐ
取
り
組
み
も
行

っ
て

い
こ
う
と
決
心
す
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
ご
参
会

い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
い
つ
も

青
年
部
を
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、

Ｏ
Ｂ
の
方
々
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
九
州
茶
道
館
と

い
う
大

変
貴
重
な
場
所
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ウ」
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。薄
茶
席
　
一三
井
　
太

甘
味
席
　
内
海
　
優

青
年
部
報
告

令
和
六
年
度
（実
績
）

令
和
六
年
五
月
十
二
日
（日
）

令
和
六
年
度
青
年
部
総
会

場
所
　
麻
生
大
浦
荘
／
四
十
二
名

令
和
六
年
七
月
十
三
日
（土
）

博
多
祗
園
山
笠
協
賛
茶
会

場
所
　
櫛
田
神
社
社
務
所
／
百
七
十
三
名

令
和
六
年
八
月
十
七
日
（土
▼
十
八
日
（日
）

第
二
十
八
回

表
千
家
九
州
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会

場
所

小
倉
城
庭
園

令
和
七
年
二
月
二
十
三
日
（日
）

福
岡
県
青
年
部
交
流
茶
会

場
所

九
州
茶
道
館
／
九
十
五
名

行
事

予
定

令
和
七
年
六
月

一
日
（日
）

令
和
七
年
度
青
年
部
総
会

場
所
　
松
風
園
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令
和
七
年
七
月
十
三
日
（日
）

博
多
祗
園
山
笠
協
賛
茶
会

場
所
　
櫛
田
神
社

令
和
七
年
十

一
月
八
日
（土
▼
九
日
（日
）

全
国
大
会
青
年
部
席

（北
九
州
市
門
司
区
・山
口
県
青
年
部
と
の
共
催
）

令
和
八
年
二
月
十
五
日
（日
）

九
州
合
同
茶
会
（佐
賀
県
）

饂
世
話
大
会
義

十
二
月
十
四
日

（土
）
、
九
州
茶
道
館
に
お
い
て
組

世
話
人
会
議
が
開
催
さ
れ
、
本
フ
年
は
福
岡
県
内
五
地

区
か
ら
五
十
三
名
の
組
世
話
人
の
皆
様
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
ハム
場
で
は
茶
道
文
化
の
伝
統

へ
の
敬
意
と

共
に

一
年
間
の
御
奉
仕
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
込
め

て
九
畳
敷
に
て
呈
茶
で
お
も
て
な
し
致
し
ま
し
た
。

会
議
の
内
容
は
、
例
年
通
り
本
年
度
の
締
め
く
く

り
と
し
て
、
ま
ず
支
部
か
ら
年
間
行
事
の
開
催
状
況

を
報
告

い
た
し
ま
し
た
。
続

い
て
学
校
茶
道
指
導
者

〈本
、
青
年
部
、
九
州
茶
道
館

の
各
代
表
か
ら
、
本
年
度

を
振
り
返

っ
て
の
行
事
報
告
と
諸
連
絡
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
本
年
の
事
業
が
無
事
に
遂
行
で
き
た
こ
と
に

つ
い
て
安
靖
の
表
情
で
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

総
括
で
は
、
次
年
度
に
は
山
口
県
支
部
と
共
同
で

関
門
海
峡
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
を
報
告
し
て
、
引
き
続
き
組
世
話
人
の
皆
様

の
御

協
力
を
御
願
い
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
の
新
し
い

施
策
と
し
て
、
各
県
支
部
と
各
青
年
部
と
の
融
合
、
茶

道
を
教
え
る
側
の
充
実
を
目
指
す
教
授
者
制
度
の
改

正
と
、
い
ず
れ
も
同
門
会
活
動
の
強
化
と
会
員
の
拡

大
を
視
野
に
入
れ
た
方
向
性
を
組
世
話
人
の
皆
様
と

共
有

い
た
し
ま
し
た
。
ウ」
れ
ら
の
取
組
は
茶
道
が
持

つ
深
い
精
神
性
や
歴
史
的
意
義
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
大

切
な
架
け
橋
と
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
組
世

話
人
の
皆
様
も
熱
心
に
報
告
を
聞
き
入

っ
て
お
ら
れ
イ

る
様
子
で
、
新
し
い
試
み
に
も
御
理
解
頂
け
た
も
の

と
存
じ
ま
す
。

本
年
度
の
行
事
が
無
事
成
功
裡
に
終
え
ら
れ
た
こ

と
、
並
び
に
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望

の

御
共
有
に
つ
い
て
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
明
致
し
ま

す
。
支
部
役
員

一
同
は
引
き
続
き
伝
統

の
継
承
と
発

展
に
努
め
、
次
世
代

へ
の
可
能
性
を
切
り

開
い
て
い
く
所
存
で

ご
ざ

い
ま
す
。
最
後

に
来
年
も
支
部
と
組

世
話
人
と
の
連
携
に

よ
る
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願

い
し
、
同

門
会
会
員
皆
様
方
の

御
健
康
と
御
活
躍
を

祈
念
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
『岳
寿
表
彰
』
に
つ
い
て

表
千
家
同
門
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
本
会
に
在

籍
し
、
表
千
家
茶
道

の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た

会
員
の
功
労
を
称
え
、
岳
寿
を
む
か
え
ら
れ
る
方
を

対
象
に
毎
年
「耗
寿
表
彰
」
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

下
記
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
る」
自
身
で
同

門
会
本
部
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
確
認
の
う
え

「耗

寿
表
彰
申
請
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

一
、
昭
和
二
十
五
年
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続

し
て
二
十
年
以
上
在
籍

（平
成
十
八
年
以
前
に
入

人こ

の
方
は
、
京
都
に
て
執
り
行
わ
れ
る
「甚
寿
お

祝
い
の
会
」
に
て
表
彰
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
当
日
参
加
が
か
な
わ
な

い
方
は
、
支
部
総
会

で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

一
一、
昭
和
二
十
四
年
以
前
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に

継
続
し
て
二
十
年
以
上
在
籍

（平
成
十
八
年
以
前

に
入
会
）
の
方
は
支
部
総
会
の
席
上
で
、
甚
寿
の

表
彰
を
行
い
ま
す
。

※
申
し
出
方
法
…
ハ
ガ
キ
に
所
属
支
部
、ハム
員
番
号
、住

所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
「耗
寿
表
彰
申
請
書
希
望
」

と
し
、左
記
ま
で
申
請
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
秋
頃
に
送
り
ま
す
。

※
「甚
寿
表
彰
申
請
書
」

受
付
期
限
　
令
和
七
年
十
二
月
末
日

こ
の
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
受
付

い
た
し

か
ね
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
請
求
・問
合
せ
先

表
千
家
同
門
会
　
本
部
事
務
局
写
儀
寿
表
彰
」
係

〒
六
〇
二
十
○
〇
七
二
　
一爪
都
市
上
京
区
寺
之

内
通
堀
川
東
入
百
々
町
五
三
六
番
地

電
話
〇
七
五
十
四
三

一
十
三
二
八

一
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介
格
考
諾
習
会

令
和
七
年
九
月
二
十
八
日
（日
）

午
前
九
時
～

午
前
十
時
～
午
後
三
時
予
定

福
岡
国
際
会
議
場

吉
水
　
宗
吾

宗
匠
　
森
　
浩
倫

様

「初
炭
二
茶
カ
ブ
キ
」

当
日
配
布
す
る
資
料
の
解
説

表
千
家
同
門
会
福
岡
県
支
部

電
話
〇
九
二
十
七

一
一
十

一
六
〇
三

受
講
地
変
更
に
つ
い
て

日
程
等
の
都
合
で
所
属
支
部
で
の
受
講
が
で
き
な

い
場
合
は
、
他
支
部
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
講
地
変
更
を
さ
れ
る
場
合
は
、
開
催
日
の
ｌ
ヶ
月

前
に
不
審
奄
事
務
所

ヘ
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
受
講
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
開
催
の
十
日
前
に

受
講
証
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

〈
記
入
例
〉

暮
講 実
発
会 開 受 日

亮 義 技 詳 場 講 付 付

受語地変更希望

変更する講習会 :資格者

希望地 :大阪

開催日 111/10

所属支部 会員番号 i京者11234

氏名 :北 山美 子

住所 〒6030072
京都市上京区百々町536

電話番号 :075-432-2195

独
捜
オ
諾
習
会

令
和
八
年
二
月
十
四
日
（土
▼
十
五
日
（日
）

午
前
九
時
～

午
前
十
時
～
午
後
三
時
予
定

九
州
茶
道
館

木
村
　
雅
基

宗
匠

「風
炉
」

「炭
点
前
、続
薄
茶
」

表
千
家
同
門
会
福
岡
県
支
部

電
話
〇
九
二
十
七

一
一
十

一
六
〇
三

受
講
地
変
更
に
つ
い
て

日
程
等
の
都
合
で
所
属
支
部
で
の
受
講
が
で
き
な

い
場
合
は
、
他
支
部
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
講
地
変
更
を
さ
れ
る
場
合
は
、
開
催
日
の
ｌ
ヶ
月

前
に
不
審
奄
事
務
所

ヘ
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
受
講
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
開
催
の
十
日
前
に

受
講
証
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

〈
記
入
例
〉

理 実 教

見技本

会 開 受 日

場
~講
付 付

家

ブE
講
師

受講地変更希望

変更する講習会 :教授者

希望地 :大阪

開催日 :11/10

所属支部 会員番号 :京都 1234

氏名 :北 山美 子

住所 〒603-0072
京都市上京区百々町536

電話番号 :075-432-2195

「表
千
家
教
授
」
の
方
の
再
受
講
に
つ
い
て

今
年
度
よ
り
、
再
受
講
を
再
開
い
た
し
ま
す
。
す
で

に
五
課
目
を
修
了
さ
れ
て
い
る
「表
千
家
教
授
」
の
方

は
、
再
受
講

（受
講
地
変
更
は
不
可
）
い
た
だ
け
ま
す
。

再
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
開
催
日
の
二
ヶ
月

前
に
不
審
奄
事
務
局
ま
で
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
開
催
日
の
二
週
間
前
を
目
安
に
再
受
講
証

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
を
こ
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
記
入
例
）

『教
授
者
講
習
会
請
座
用
教
本
』

（
平
成
十

一
年
改
版
）
に
つ
い
て

教
授
者
講
習
会
の
受
講
資
格
を
お
持
ち
の
方
と
五

課
目
を
修
了
し
た
方
で
、
る」
入
用
の
方
は
北
山
会
館

書
籍
頒
布
係

（電
話
０
７
５
１
７
２
４
１
８
０
０
０
）

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
２
、
２
０
０
円

（別
途
送

料
）
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
。

教授者講習会

再受講希望

所属支部 :京都

開催日 :9/10

所属支部 会員番号 :京都 1234

氏名 :北 山美子

住所 〒6030072
京都市上京区百々町536

電話番号 :075-432-2195
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福
岡
泳
蟄
〒

筑
後
地
区

恭

の
湯
丈
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座
　
ず
」索
内

茶
の
湯
文
化
を
広
く
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

毎
夏
開
催
し
て
お
り
ま
す
市
民
講
座
。

今
年
は
、
熊
倉
功
夫
氏
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

口
印
山

熊
倉

功
夫
氏

７
Ｈｏ
ＭｕｓＥｕＭ豊

■
圏
日

『利
休
″
主
人
公
に
し
た
小
説
と
映
画
』

令和7年 7月 27日 (日 )
パピヨン24ガスホール
福岡市博多区千代卜171
Tel:092-633-2222

地下鉄「千代県庁口」貝塚線・4番出口直結

講演会参加費:2,000円

(呈茶を含む)

今年度より有料と

させていただきます

熊倉 功夫 氏
1943年 東京生まれ

東京教育大学文学部日本史学科卒業

同大学院博士課程修了

日本文化史専攻

文学博士

京都大学大文科学研究所講師、筑波大学歴

史人類学系教授、国立民族学博物館教授、

林原美術館館長、静岡文化芸術大学学長を

経て、現在、MIHO MUSEUM館長。茶道史、
寛永文化、日本料理文化史など幅広く研究。

著書に『茶の湯の歴史』『後水尾院』『日本料

理の歴史』『現代語訳 南方録』『熊倉功夫著

作集』(全七巻)など。

】 10:30～ 12:30

】H:30～ 12:30

】13:30～ 15:00

映上

茶

演

オデ

呈

講

ビ
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清
砕
会
関
４
恭
会

◆
若
葉

の
茶
会

若
葉
の
茶
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
会
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
△“
和
七
年
五
月
十
八
日
（日
）

受
　
　
付
　
午
前
九
時
三
十
分
～
年
後
二
時

〈本
　
　
場
　
ホ
テ
ル
ク
リ
オ
ヨ
ー
ト
博
多

五
階

茶
　
　
券
　
一
一千
五
百
円
（薄
茶
二
席
）

問
合
せ
先
　
清
雅
会
係

電
話
〇
九
二
十
五
六
六
十
八
五
八
六

◆
茶
第
供
養
の
茶
会

茶
究
供
養
の
茶
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
会
く
だ
さ
い
。

令
和
七
年
十
二
月
十
四
日
（日
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
二
時

大
濠
公
国
内
日
本
庭
園

二
千
五
百
円
（薄
茶
二
席
）

清
雅
会
係

電
話
〇
九
二
十
五
六
六
十
八
五
八
六

市
民
大
茶
会

席
主
希
望
者
の
募
集
に
つ
い
て

毎
年
十

一
月
二
日

（文
化
の
日
）
に
開
催
さ
れ
て
い

る
、
福
岡
市
茶
道
文
化
連
盟
主
催
の
「福
岡
市
民
大
茶

〈こ

で
お
席
を
持

っ
て
頂
け
る
同
門
会
員
の
方
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

問 茶 会 受 日

せ
先 券 場 付 時

ご
希
望
の
方
は
支
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
さ
せ
て
き
ま
す
。

予
め
ご
了
承
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
先
　
表
千
家
同
門
会
福
岡
県
支
部

電
話
〇
九
二
十
七

一
一
十

一
六
〇
三

支
部
関
連
茶
会
の

席
主
希
望
者
の
募
集
に
つ
い
て

福
岡
市
茶
道
文
化
連
盟
、
福
岡
県
文
化
団
体
運
合
会
、

等
の
定
例
茶
会

（例
え
ば
、
大
濠
公
園
日
本
庭
園
で
の
ィ

月
例
茶
会
）
で
席
を
持

っ
て
頂
け
る
同
門
会
所
属
の

方
を
募
集
致
し
ま
す
。
」^
希
望
の
方
は
支
部
事
務
所

ま
で
御
連
絡
下
さ
い
ま
せ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
抽

選
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
友
会
関
連
茶
会

◆
本
部
研
修
茶
会

日
　
　
時
　
△中
和
七
年
七
月
二
十
日
（日
）

受
　
　
付
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時

〈ム
　
　
場
　
パ
ド
ド
ウ
・
ル
・
コ
ト
ブ
キ

濃
茶
、
薄
茶

（立
礼
）
、点
心

茶
　
　
券
　
七
千
五
百
円

問
合
せ
先
　
月
原

万
夫

電
　
　
話
　
〇
九
四
八
十
二
三
十
二
六
六
二

◆
福
岡
地
区
月
見
茶
会

日
　
　
時
　
〈市
和
七
年
十
月
五
日
（日
）

受
　
　
付
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時

〈本
　
　
場
　
と
り
市
　
濃
茶
、薄
茶

（立
礼
）
、
点
心

茶
　
　
券
　
七
千
五
百
円

令
和
七
年
九
月

一
日
ま
で
に
、
申
し
込
み
代
表
者
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
必
要
枚
数
、
及
び
参
加
者
名
記
入

の
上
、
菓
書
を
用
い
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
〈「
和

七
年
九
月
十
日
以
降
に
茶
券
及
び
振
込
用
紙
を
送
り

ま
す
。

申

込

先
　
一Ｔ
八

一
四
―
〇

一
四
三

福
岡
市
城
南
区
南
片
江
四
十
五
十
七

永
島

徹

宛

◆
筑
豊
地
区
聴
松
会
茶
会

日
　
　
時
　
十
二
月
七
日
（日
）

受
　
　
付
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

△本
　
　
場
　
直
方
歳
時
館

濃
茶

薄
茶

（立
礼
）

茶
　
　
券
　
千
三
百
円

問
合
せ
先
　
月
原

万
夫

電
　
　
話
　
〇
九
四
八
十
二
三
十
二
六
六
二

訃

投

渡

辺

昭

子
様
　
松

田
徳

子
様

永
川
マ
ツ
子
様
　
角

藤

和

子
様

池

田
和

子
様
　
岡

　

刹

佳
様

安

村

静

代
様
　
田
ヤ

悦

子
様

谷

崎

昭

子
様

註
ん
で
ご
冥
福
を
お
折
り
申
し
上
げ
ま
す


